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九
月
末
に
日
本
で
最
も
美
し
い
村
・
大
鹿
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
会
が
写
真
家
・
白 

史
朗
先
生
、
柳
島
村
長
は
じ
め
五
名
の
審
査
員

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
二
回
目
を
迎
え
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
九
十
二
点
の
力
作
が
応
募
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
次
の
優
秀
な
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞　

「
山
里
の
春
」

　
　
　
　
　
　
　

横
田
て
る
子
さ
ん（
高
森
町
） 

※
表
紙
写
真

　第３回「日本で最も美しい村・大鹿」

フォトコンテストは平成22年10月１日

から募集を行います。多くの作品のご

応募をお待ちしております。
入選　伊藤康雄 さん
（愛知県小牧市）

入選　下平昭子 さん
（飯田市）

入選　木下弥生 さん
（松川町）

入選　鳴海寿勇 さん
（飯田市）

入選　佐藤信一 さん
（松川町）

入選　間瀬公夫 さん
（大鹿村）

入選　福島紀雄 さん
（飯田市）

入選　漆原　 昇 さん
（大鹿村）

入選　上沼正夫 さん
（飯田市）

入選　阿部真一郎 さん
（神奈川県横浜市）

優秀賞　森下延子 さん
（松川町）

優秀賞　北原紀子 さん
（松川町）

優秀賞　周戸　 治 さん
（愛知県名古屋市）

優秀賞　太田　 登 さん
（飯田市）

優秀賞　西山邦雄 さん
（滋賀県近江八幡市）

2



3

　平成21年10月６日、山形県大蔵村で第５回「日本で最も美しい村」連合定期総会が開催されました。今回

の総会では14町村と1地域が新しく加盟することになり、自然と人間の営みが長い年月をかけてつくりあげ

各地に残されている、小さな、本当に美しい日本を慈しみ、しっかりと未来に残すために、共に協力して活

動することを再確認しました。33町村・地域という一層大きな組織となった「日本で最も美しい村」連合。

さらなる発展が期待されます。

　大鹿村は、今後も他の加盟町村と連携を図りながら、小さくても輝くオンリーワンをめざし将来に亘って

美しい村であり続けられるよう邁進して参ります。

日本の棚田百選　四ヶ村棚田
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十
一
月
十
二
日
に
大
鹿
村
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
産
業

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
七
月
か
ら
八

月
初
旬
に
長
雨
が
あ
り
、

そ
の
後
八
月
中
旬
か
ら

九
月
に
か
け
て
の
高

温
・
干
ば
つ
と
、
農

作
物
の
一
部
に
お
い

て
、
品
質
低
下
等
の

影
響
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
野
菜
・

果
実
・
雑
穀
等
合

計
一
〇
〇
点
出

品
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
展
に
お
い
て

も
、
手

芸
・
写

真
・
書
・
小
中
学

生
の
作
品
等
多
数

出
展
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ

で
村
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
バ
ザ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
等
賑
や
か
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

尚
、今
年
度
の
優
秀
産
業
功

労
者
は
次
の
方
々
で
、
当
日
表

彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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　駒瀬さんは、大鹿村の美しい村づくり提唱前よ

り、自宅周辺や村内の花づくりをされ、村を訪れる

多くの皆さんの心を和ませてくださっています。ま

た、交流センター竣工以来、交流センターの国道側

の花壇の管理を自発的にして下さり、美しい村づく

りにご尽力を戴いております。このご功績に対し

て、１１月２４日村より感謝状を贈呈いたしました。（広

報今月号の表紙「日本で最も美しい村・大鹿」フォ

トコンテスト最優秀賞・横田さんの作品も、駒瀬さ

んのご自宅前が撮影地です。）

　

大
鹿
村
表
彰
規
則
に
よ
り
、村
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

表
彰
者

　

上

島　

巌　

様

　

長
年
に
わ
た
り
、国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

大
鹿
歌
舞
伎
の
保
存
伝
承
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
。

感
謝
状
受
賞
者

　

井

澤　

衛　

様

　

大
鹿
村
村
内
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
の
た

め
、
自
発
的
に
看
板
制
作
や
該
当
活
動
、
自
家

用
車
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
な
ど
に
よ
り
活
動

を
続
け
る
と
共
に
、村
交
通
安
全
協
会
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

褒

状

　

前
澤　

護
・
キ
ミ
子　

ご
夫
妻

　

南
坂
國
治
・
ひ　

さ　

ご
夫
妻

　

下
島
熊
市
・
好　

恵　

ご
夫
妻

　

永
き
に
亘
り
郷
土
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
夫
婦

と
も
に
八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
長
寿
と
ご
努
力
を
お
祝
い
い
た
し

ま
す
。 平

成　

年
度

21
大
鹿
村
表
彰
者

長野県町村議会議長会長表彰
神田仁佐夫議員（在職期間１０年）

　平成２１年１０月まで、

大鹿村議会議員として

重職に当たられた神田

議員の、永年勤続に対

し表彰されました。

美しい村づくりに村から感謝状
駒瀬しまさん（文満地区）

大鹿村農業委員会役員改選

　１１月２０日付けで

農業委員会長及び

会長代理が代わり

ました。任期は、

平成２１年１１月２１日

から平成２３年７月

１９日までとなりま

す。
会　長

吉 川 義 男
会長代理

大 橋 俊 一

中
川　

真
司
（
農
業
部
門
）

筒
井　

清
一
（
商
業
部
門
）

多
田　

善
郎
（
林
業
部
門
）

優秀産業功労者
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　今年で５回目を迎える雑穀祭りが、１１月１５日（日）

上蔵地区お堂の館にて開催されました。

　当日は天候にも恵まれ青空の下、雑穀類や野菜の

販売を始め、こきびとあわの餅つき及び試食や、楽

姓汁、こきび入りの赤飯の試食などが行われ、大いに盛り上がり

ました。

　また、大鹿小学校３年生も協力し、手づくりポップコーンを売

るなどして祭りを盛り上げるとともに、やってみようコーナーで

は、木工細工やプランター作りを行い賑わいました。

第5回
雑穀祭り

松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

　

松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
（
通
称
小
渋
線
）
の
通
行
規
制
に
つ
い

て
、
今
後
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工事期間工事内容通行規制等工事場所

平成22年

3月10日まで

ロックネット

嵩上げ工

3月10日まで信号機による片側交互

通行
大林建材上他３箇所

平成22年

3月10日まで

道路築造工

L＝50ｍ

3月10日まで信号機による片側交互

通行

柳沢1号橋先

(二軒家上の大鹿側)

平成22年

1月8日まで

道路拡幅工

L＝100ｍ

1月8日まで信号機による片側交互

通行

二軒家上(慰霊碑前の山

側拡幅)

平成22年

3月15日まで
落石防護工

法面上部施工時は全面通行止。日

時は今後協議します。

井戸入沢橋下(ダム下の

滝のある橋)

平成22年

3月15日まで

落石防護工

L＝102ｍ

支障木伐採時、ネット設置工事時

に誘導員による片側交互通行
滝沢トンネル中川側

平成22年

2月26日まで

橋梁拡幅

L＝141ｍ

12月26日まで信号機による片側交

互通行
滝　沢　橋

路
線
バ
ス「
大
鹿
線
」の

運
賃
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

路
線
バ
ス
「
大
鹿
線
」
は
、
村
が

伊
那
バ
ス
に
運
行
を
委
託
し
、
大
鹿

村
と
松
川
町
の
Ｊ
Ｒ
伊
那
大
島
駅
や

下
伊
那
赤
十
字
病
院
、
中
央
道
松
川

イ
ン
タ
ー
を
結
び
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
路
線
の
松
川
イ
ン
タ
ー

大
鹿
線
は
、
滝
沢
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
よ
り
従
来
よ
り
約
六
〇
〇
ｍ
運
行

距
離
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

運
賃
の
改
定
や
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
「
大
鹿
村
地
域
公
共
交
通
会
議
」

を
開
催
し
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
一
月

一
日
よ
り
滝
沢
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す

る
路
線
に
変
更
し
、
運
賃
が
片
道
二

十
円
程
安
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
大

河
原
・
鹿
塩
か
ら
伊
那
大
島
駅
前
ま

で
片
道
一
〇
〇
〇
円
が
九
八
〇
円
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
運
行
時
間
の

変
更
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
運
賃
変
更
に

伴
う
定
期
券
の
購
入
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
伊
那
バ
ス
松
川
営
業
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
路
線
バ
ス
は
、
地
域
の
皆

様
の
実
情
に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
の
た
め
運
営
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
相
談
や
苦
情
な
ど
は
役
場

産
業
建
設
課
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　浄化槽の法定検査が実施されます。

　法定検査とは、日頃おこなわれている保守点検や清

掃とは別に、浄化槽法第７条及び11条に基づきおこな

われる検査で、長野県知事指定の検査機関�長野県浄

化槽協会がおこないます。

検査内容

①浄化槽が正しく設置されているか

②浄化槽が正常に機能しているか

③保守点検や清掃が適正におこなわれているか

　以上をチェックします。

　●浄化槽を設置し使用を開始した後におこなう検査

（検査内容①②③）第７条の検査

　●毎年定期的におこなう検査（検査内容②③）第11条

の検査

　といいます。

検査手数料

　検査実施日については、�長野県浄化槽協会から浄

化槽利用者へ直接通知がされます。（都合が悪い場合は

浄化槽協会と調整していただきます。）

　検査にあたりご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ先

�長野県浄化槽協会検査センター南信支所

　TEL・FAX 0265－72－5740

　〒396－8666　伊那市荒井3497  伊那合同庁舎内

�長野県浄化槽協会事務局

　TEL 026－234－7637　FAX 026－233－4864

　〒380－8570　長野市大字南長野字幅下692－2

　長野県庁東庁舎４階

　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適

正な評価を確保するため、実地調査を行ってお

ります。家屋調査については次のとおりです。

①家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡

などを行いながら評価を行う「新・増築調

査」（店舗や事務所、また車庫や物置など小

規模な建物も対象となる場合があります。）

②家屋課税台帳に登録されている内容（所在地

番・用途・構造・床面積など）と比較し、増

築や未調査の家屋、取り壊しなどがある家屋

を調査する「全戸調査」 

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公

平を期し、公正で適正な課税を目的として実施

するものです。調査方法は、税務係の職員が調

査に行き、家屋の図面と実際の家屋を照らし合

わせながら外観確認します。確認のため聞き取

りをする場合もありますので、調査中は、大変

ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いしま

す。

　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価

補助員証』を携帯しています。

◎お願い

　建物の取り壊し・新築・増築をした場合又

は、その予定がある場合は役場税務係（�39－

2001）までご連絡下さい。

　冬になって気温が０℃以下になると、給水管や水道メーター、

蛇口が凍って水が出なくなったり、破裂したりする、水道の凍

結事故が多くなります。

　寒さは水道の大敵です。早めの冬支度をお願いします。

 凍結を防ぐには… 

①凍結防止帯の電源を入れる。屋外や凍結防止帯のない給水管

や蛇口には、専用の保温材、あるいは布切れや毛布を巻き、

ぬれないように上からビニールテープをすき間なく巻く。

②メーターボックス内には、ビニール袋などに発砲スチロール

や布切れなど保温材を入れて、水道メーターを保護するよう

に詰める。（布切れをそのまま入れてしまうと、濡れたときに

凍結してしまい、かえってメーターを凍結させてしまうので、

必ずビニール袋へ入れる。ただし、詰め過ぎないようにして

下さい。）

③不凍栓、水抜き栓をご使用のご家庭では、お休みの前や留守

にするときは、忘れずに水抜きをする。（不凍栓は、いっぱい

まで閉める。中途半端に止めてしまうと、水が地中で出っぱ

なしになってしまい漏水の原因になります。）

 凍結して水が出ないとき… 

　蛇口を開け、凍った部分にタオルか布をかぶせ、蛇口の方から

ぬるま湯をまんべんなく、ゆっくりとかけてください。熱湯を急

にかけたりすると、ヒビ割れや破裂をおこすことがあります。

※水道メーターから宅内については、それぞれのご家庭の所有

物となっています。宅内での凍結事故等の修理費用は自己負

担となりますので、凍結には十分注意し管理をお願いします。

第１１条検査第７条検査浄化槽の規模

　5,000円　12,000円20人槽以下

10,000円　16,000円21人～100人槽

水道の凍結に注意！ 固定資産税（家屋）
調査のお願い

浄化槽をお使いの皆さんへ
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地
方
公
共
団
体
の
予
算
・
決
算
・

財
政
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
指
標
に
よ
り
公
表
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
予
算
・
決

算
は
一
年
間
の
お
金
の
出
入
り
の

み
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

あ
る
公
共
施
設
等
の
資
産
価
値
や

今
後
返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

借
金
な
ど
の
負
債
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
が
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
一
定
の
時
点
に
お
い

て
村
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
「
資

産
」、「
負
債
」、「
正
味
資
産
」
に

つ
い
て
の
蓄
積
情
報
を
明
ら
か
に

し
、
財
政
状
況
を
総
括
的
に
表
し

た
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
す
。

る
こ
と
が
で
き
、
市
町
村
ご
と
の

資
産
形
成
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
又
、
村
が
将
来

返
済
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
負

債
」
と
、
返
済
を
要
し
な
い
「
正

味
資
産
」
も
わ
か
り
ま
す
。

十
億
円
で
前
年
度
に
比
べ
約
二
億

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

資
産
の
内
訳
は
、
有
形
固
定
資

産
（
建
物
・
土
地
な
ど
）
が
約
九

十
六
億
円
で
資
産
合
計
の
お
よ
そ

八
十
一
％
を
占
め
て
お
り
、
残
り

の
約
二
十
二
億
円
は
基
金
や
投
資
・

出
資
金
、
未
収
金
な
ど
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
資

産
」
は
民
間
企
業
と
は
異
な
り
、

原
則
売
却
は
で
き
な
い
の
で
『
村

が
こ
れ
ま
で
に
力
を
注
い
だ
社
会

資
本
整
備
の
実
績
』
と
考
え
る
ほ

う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

負
債
は
将
来
の
世
代
が
負
担
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
地

方
債
残
高
が
約
二
十
四
億
円
、
退

職
給
与
引
当
金
が
約
五
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
は
、
補
助
金
や
こ
れ

ま
で
の
世
代
が
負
担
し
て
き
た
税

金
な
ど
で
す
が
、
国
及
び
県
の
補

助
金
分
が
約
二
十
億
円
、
村
税
な

ど
の
一
般
財
源
な
ど
が
約
七
十
億

円
と
な
っ
て
お
り
、
国
と
県
、
村

民
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
約
九
十

億
円
の
資
産
を
現
在
ま
で
に
残
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

％
に
な
り
ま
す
。
正
味
資
産
は
将

来
の
返
済
や
支
出
を
伴
わ
な
い
も

の
な
の
で
、
一
般
的
に
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
年
度
は
前
年
度
と

比
較
し
て
お
よ
そ
一
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。

■
流
動
比
率

　

支
払
能
力
を
判
断
す
る
流
動
比

率
（
流
動
負
債
に
対
す
る
流
動
資

産
の
割
合
）
は
、
約
二
九
四
％
で

す
。
流
動
比
率
は
、
短
期
負
債
に

対
す
る
企
業
の
支
払
い
能
力
を
評

価
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
数
値

で
、
一
般
的
に
二
〇
〇
％
以
上
が

理
想
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

村
の
場
合
は
そ
の
数
値
を
超
え
て

お
り
当
面
の
資
金
に
余
裕
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

■
予
算
額
対
資
産
比
率

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
け
る
資

産
合
計
は
村
の
社
会
資
本
形
成
の

総
額
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
社
会

資
本
形
成
に
何
年
分
の
歳
入
が
使

わ
れ
た
か
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
れ
く
ら
い
社
会
資
本
整
備
が
進

ん
で
い
る
か
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。村
で
は
、平
成
二
十
年
度

歳
入（
二
十
一
億
五
、七
〇
九
万

円
）の
約
六
年
分
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
値
が
高
い
ほ
ど
社
会
資

本
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
と
判
断

で
き
ま
す
が
、
そ
の
逆
に
維
持
管

理
が
か
か
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
見
方

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
表
の
左
側

（
借
方
）
に
は
取
得
し
た
資
産
の
年

度
末
残
高
を
計
上
し
、
右
側
（
貸

方
）
に
は
そ
れ
ら
の
資
産
を
取
得

す
る
た
め
に
使
っ
て
き
た
お
金
の

財
源
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

税
金
や
補
助
金
、
村
債
等
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
資
産
の
行
政
目
的
別

の
割
合
が
明
ら
か
に
な
り
、
村
が

こ
れ
ま
で
ど
の
分
野
の
社
会
資
本

整
備
に
力
を
注
い
で
き
た
か
を
知

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
基
準

　

今
回
作
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
一
般
企
業
の
行
っ
て
い
る

複
式
簿
記
に
よ
ら
ず
、
全
国
の
市

町
村
が
共
通
の
資
料
に
基
づ
き
比

較
的
容
易
か
つ
継
続
的
に
作
成
で

き
る
よ
う
示
さ
れ
た
、
総
務
省
の

「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
」に
準
じ
た
も
の
で
、昭
和
四

十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま

で
の
四
十
年
間
に
村
が
形
成
し
た

資
産
な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使
っ

て
き
た
お
金
や
そ
の
財
源
等
を
集

計
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十

一
日
を
基
準
日
と
し
て
作
成
し
ま

し
た
。
又
、
対
象
と
す
る
会
計
は

普
通
会
計
の
み
と
し
て
い
ま
す
。

村
の
資
産
と
負
債

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
、
村
が

保
有
し
て
い
る
総
資
産
は
約
一
一

八
億
円
と
な
り
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
負

債
は
約
二
十
八
億
円
で
前
年
度
に

比
べ
約
一
億
円
の
減
少
と
な
り
、

差
引
い
た
後
の
正
味
資
産
は
約
九

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
分
析
す
る
と

■
正
味
資
産
構
成
比
率

　

村
に
お
い
て
、
資
産
合
計
に
対

す
る
正
味
資
産
の
合
計
の
割
合（
正

味
資
産
構
成
比
率
）
は
約
七
十
六
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貸　　　　　　　方

増減額１9年度末20年度末［負債の部］

１．固定負債

△2億2,356万円21億9,655万円19億7,298万円（１）地方債

（２）債務負担行為

0万円0万円0万円　①物件の購入等

0万円0万円0万円　②債務保証又は損失補償

0万円0万円0万円　　債務負担行為計

9,158万円3億8,991万円4億8,148万円（３）退職給与引当金

△1億3,199万円25億8,645万円24億5,447万円固定負債合計

２．流動負債
△　648万円3億8,728万円3億8,080万円（１）翌年度償還予定額

0万円0万円0万円（２）翌年度繰上充用金

△　648万円3億8,728万円3億8,080万円流動負債合計

△1億3,847万円29億7,373万円28億3,527万円負債合計

増減額１9年度末20年度末［正味資産の部］

3,648万円7億6,974万円8億0,623万円１．国庫支出金

△1億1,276万円13億5,748万円12億4,473万円２．都道府県支出金

2億4,328万円67億1,680万円69億6,008万円３．一般財源等

1億6,700万円88億4,403万円90億1,103万円正味資産合計

2,854万円118億1,776万円118億4,629万円負債・正味資産合計

借　　　　　　　方

増減額１９年度末20年度末［資産の部］

１．有形固定資産
1,055万円8億2,690万円8億3,745万円（１）総務費

8,329万円5億6,644万円6億4,973万円（２）民生費

△　1,399万円2億9,096万円2億7,696万円（３）衛生費

0万円0万円0万円（４）労働費

△1億7,604万円26億　905万円24億3,301万円（５）農林水産業費

△　2,073万円4億6,318万円4億4,245万円（６）商工費

△　3,574万円22億3,015万円21億9,441万円（７）土木費

△　1,487万円1億3,432万円1億1,945万円（８）消防費

△　7,327万円26億6,106万円25億8,779万円（９）教育費

△　79万円4,047万円3,968万円（10）その他

△2億4,160万円98億2,252万円95億8,092万円計
0万円2億7,308万円2億7,308万円（うち土地　

△2億4,160万円98億2,252万円95億8,092万円有形固定資産合計

２．投資等

30万円5,627万円5,657万円（１）投資及び出資金

0万円0万円0万円（２）貸付金

（３）基金

1,805万円10億0,720万円10億2,525万円　①特定目的基金

0万円6,012万円6,012万円　②土地開発基金

0万円338万円338万円　③定額運用基金

1,805万円10億7,070万円10億8,875万円　　基金計

0万円0万円0万円（４）退職手当組合積立金

1,835万円11億2,697万円11億4,532万円投資等合計

３．流動資産

（１）現金・預金

1億3,314万円2億9,062万円4億2,376万円　①財政調整基金

△1億0,754万円5億1,824万円4億1,071万円　②減債基金

5,979万円5,882万円1億1,861万円　③歳計現金

8,539万円8億6,769万円9億5,308万円　　現金・預金計

（２）未収金

△　38万円54万円16万円　①地方税

1億6,678万円5万円1億6,682万円　②その他

1億6,639万円59万円1億6,698万円　　未収金計

2億5,179万円8億6,827万円11億2,006万円流動資産合計

2,854万円118億1,776万円118億4,629万円資　産　合　計

平成20年度決算　大鹿村普通会計バランスシート
（平成２1年３月３１日現在） ＊四捨五入の関係で合計額が合わない場合があります。

（注）［資産の部］１．有形固定資産に係る事項

　　　　○対象は、村営水道特別会計を除く普通会計等において、昭和44年度(1969年度)以降に取得又は建設された村の施設

　　　　○減価償却等の状況

　　　　　【取得価格計：261億0,623万円　－　減価償却累計額:165億2,531万円　＝　有形固定資産計　95億8,092千円】

　　［資産の部］２．投資等、及び［負債の部］１．固定負債に係る事項

　　　　○退職手当組合積立金及び退職給付引当金については、健全化判断比率を算出した数値。(Ｈ19年度より)

※債務負担行為に係る補償等　　　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　　　　　　0　千円

　　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　　　　　　0　千円

　　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　　　　　　　　　0　千円

　〔参　考〕

説　　　　　　　明19年度20年度

1,2591,231　年度末人口　　　　　　　　　(人)

一人当りの正味資産割合703732　村民一人当りの資産額　　　(万円)

一人当りの負債割合236230　村民一人当りの負債額　　　(万円)

負債合計(退職給与引当金を除く)から流動資産合計を引き、人口で割った将来負担割合10683　村民一人当りの将来負担　　（万円）

後世代による社会資本負担率。有形固定資産に対する負債合計(退職給与引当金を除く)の割合。
　　低い方が将来の負担が少ない

26.324.6　世代間負担比率　　　　　　　（％）

企業会計でいう自己資本比率。正味資産に対する資産合計の割合。　　一般的に高い方が良い74.876.1　正味資産構成比率　　　　　　（％）

流動負債に対する流動資産の割合。　　　一般的に高い方が良い224.2294.1　流動比率　　　　　　　　　　（％）

資産合計に対する歳入の割合。　　一般的に高い方が良いが維持管理費の増額がありえる。5.65.5　予算額対資産比率

〔村の公式ホームページでは、さらに詳しい分析と過去のバランスシートを掲載していますので、そちらもご覧ください。〕
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国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です。

平成21年

12月号

お忘れにならないように！！
　１２月は、年末調整の時期です。給与所得者の方

は、勤務先に各種控除の書類を提出しますが今年

中（平成２１年１月～１２月）に支払った国民年金保

険料をお忘れではないですか。

 飯田社会保険事務所や、各機関の年金相談窓口開設日に相談に行きましょう。

　全国共通電話番号「ねんきんダイヤル」（市内通話料金でOK、携帯OK）

　＊年金請求などの年金相談　　　　　　　（電話　0570-05-1165）

　　〈ＩＰ電話・ＰＨＳの場合は　電話番号は　03-6700-1165となります〉

　　注）携帯電話を利用される場合は全額発信者の負担となります。

　受付時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで（土、日、祭日を除く）

　電話をおかけの際には、年金手帳または年金証書などをお手元にご用意ください。

　社会保険庁では希望される方（50歳以上）に対して、年金見込額を知らせてくれます。

　※その他詳しいことは、次の電話番号にお問い合わせください。

【ねんきん定期便専用ダイヤル】 電話 0570－058－555　（ねんきん定期便専用）
 ＩＰ電話・ＰＨＳ 03－6700－1144
【飯田社会保険事務所】 電話 0265－22－3641　（一般的な事項）

確定申告される方は！！
　給与所得者でも年末調整を受けな

い方は、確定申告時に忘れずに申告

しましょう。

≪≪≪≪≪　年金の加入記録を確認しておきましょう≫≫≫≫≫
　年金手帳や基礎年金番号通知書に記載されている『基礎年金番号』により、現在の年金の加入記録を調べ

てもらえます。
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　証明書交付時には本人確認を行ないますので皆さまのご協力をお願いします。
　個人情報の保護のため戸籍届出と各種証明書の交付時に、本人を確認できる書類が必要になりました。

【1種類の書類で確認する方法　（写真付の書類）】

・①運転免許証・②パスポート・③住民基本台帳カード・④外国人登録証

　＊住民基本台帳カードは住民係窓口で作成できます（2週間程度時間がかかります）

　＊手数料は住基カードのみ作成の場合は５００円です

【2種類以上の書類を組み合わせる方法　（写真なしの書類）】

・①健康保険証・②介護保険証・③年金手帳・④年金証書・など

＊窓口で申請の際に上記の書類等のご提示をしていただきますので、ご持参いただけますよう皆様のご協力をお

願いします。

【こんなときに頼りになります】

�住民票の写しなどの交付請求に・・・市区町村窓口で住民票の写しや戸籍謄本等の交付　

請求をするときの本人確認の証明になります。

�口座の新規開設に・・・銀行等で口座を新規に開設する時などの本人確認の証明になり

ます。

�特に高齢者の運転免許証の返納後の本人確認書類として・・・高齢者などが運転免許証

を自主返納した場合に、代わりに本人確認書類としての役割を果たします。

�公的個人認証制度を利用することにより、インターネットを利用した電子申請（e－Tax

など）の際に必要となる電子証明書を格納することができます。

�今後様々な行政サービス等を付加していくことが予定されています。

※本村では高齢のため運転免許証を警察署に返納された方で運転経歴証明書を持参されて写真付きの住民基本台

帳カードを交付される場合は無料といたしております。また、上記以外でも手数料としてかかるのは500円の

みです。（残りは村負担しています。）

お問い合わせは大鹿村役場　住民税務課　住民係まで　（�３９－２００１）
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お問合わせ先　　保健福祉課　保健医療係　　電話39－2001

２、特定健診受診率
　平成20年度から医療費の高騰を防ぐため特定健診が始まりました。生活習慣病を早期に発見するには、健診を受

診して、異常があれば生活改善が必要です。特定健診を受け、健康な体づくりを心がけましょう。

 

   村民のみなさんに、健康と医療に関する指標等をご覧いただき、住んでいる町村の特徴を知っていただく目的と

して比較一覧表を公開します。予防できる病気をできる限り予防し、医療費の高騰が抑制され、健康寿命が伸びる

ためには、地域みんなで健康づくりに取り組むことが大切です。

１、生活習慣病受診内訳
　毎年、5月の診療状況を分析しています。下記の表は、医療にかかっている生活習慣病の内訳です。5町村とも多

い病気が、高血圧で次いで高脂血となっています。高血圧は、医療にかかっているから安心するのではなく、脳血

管疾患や心筋梗塞等の虚血性疾患を予防するには、家庭血圧測定が重要です。医師と相談して、血圧管理を徹底し

ましょう。

豊　丘　村喬　木　村高　森　町松　川　町大　鹿　村項　　　目
3.24.04.13.04.7 脳血管疾患 （％）
3.52.224.53.44.3 虚血性心疾患 （％）
0.120.180.140.120.0 人 工 透 析 （％）
9.35.767.615.94.3 糖 尿 病 （％）
20.219.018.816.720.4 高 血 圧 （％）
12.29.8910.29.011.8 高 脂 血 （％）

長野県国保連合会
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　独り暮らしの高齢者や、昼間は家族がでかけてしまう日中独居の高齢者の方が、不安をかかえながら

暮らしています。

　異常の発見や緊急時は、普段からの地域での見守りや、支え合いが重要ですが、最後は家族が対応し

なければなりません。家族でないと、できないことがあります。

　○同居の家族（子ども）がいる場合
　　●日中の連絡先や、安否確認の方法を話し合いましょう。
　　　　昼間や、離れに住んでいる場合は、独り暮らしと同じ状態です。

　　　　同居でも不安を抱えている高齢者がいます。

　○独暮らし高齢者・高齢者世帯の場合
　　●日頃から子ども達と連絡をとりあいましょう。
　　●自分の現状を報告しましょう。
　　●緊急の連絡先を近所の方へ知らせましょう。

　☆子どもの世話になりたくない、迷惑をかけたくないと思っていませんか？

　　となり近所なら世話をしてくれる？

� 急病やケガをしたとき、誰に連絡をとるか決めていますか？

資格取得にかかる経費を補助しています

　村では、介護福祉士・ホームヘルパー・介護支援専門員の資格を取得する際に必要となる

講習の受講料や受験料の補助をしています。

○補助対象者

　村内に住所を有する６５歳未満で、村内の事業者で就労しているか、就労予定の方。

○補助金額

　受講料・受験料の半額

　受験の合否に関わらず１回のみ。

 詳細は保健福祉課へお問い合せください。 
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駒
ヶ
根
市
の
公
民
館
報
を
送
っ
て
く
れ
る
方
が
あ
っ
て
、
こ
ん
な
記
事
を

目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

駒
ヶ
根
市
中
沢
公
民
館
の
文
化
団
体
の
一
つ
と
し
て
活
動
す
る
、「
機
お

り
ク
ラ
ブ
」
の
講
師
お
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
だ
っ
た
。
お
二
人
は

八
十
七
歳
と
八
十
四
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

　　

昭
和
十
三
年
か
ら
七
年
間
群
馬
県
の
桐
生
で
働
い
て
、
家
に
戻
り
ま
し

た
。
工
場
で
は
織
る
仕
事
は
し
て
い
た
が
準
備
作
業
は
し
た
経
験
が
な
く
、

家
に
帰
っ
た
時
に
は
既
に
母
親
が
お
ら
ず
、
自
分
で
織
り
作
業
を
全
部
せ
ざ

る
を
え
ず
、
き
ょ
う
だ
い
の
物
ま
で
織
っ
て
着
せ
ま
し
た
。
必
要
に
迫
ら
れ

て
全
て
を
覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
将
来
何
か
役
立
つ
こ
と
が

あ
れ
ば
い
い
な
あ
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
形

で
や
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

機
織
り
を
す
る
た
め
に
は
段
取
り
か
ら
織
る
ま
で
頭
で
考
え
、
指
か
ら
足

ま
で
動
か
す
の
で
か
な
り
の
全
身
運
動
に
な
り
ま
す
。

　

織
る
の
は
全
く
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
で
き
ま
す
。
自
宅
で
雨
が
降
っ
て
外
の

こ
と
が
出
来
な
い
時
と
か
、
洗
濯
機
が
回
っ
て
い
る
間
の
時
間
が
も
っ
た
い

な
い
の
で
そ
の
時
間
を
利
用
し
た
り
、
好
き
な
時
に
で
き
る
と
こ
ま
で
や
っ

て
い
る
の
で
、
お
か
げ
で
退
屈
す
る
時
間
な
ん
か
な
い
で
す
よ
。

　

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
が
お
子
守
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
位
で

す
。

　

別
に
こ
れ
だ
け
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
も
な
く
楽
し
み
に
や
っ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ん
な
ふ
う
に
話
し
て
い
る
。

　

記
事
に
は
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
て
、「
あ
す
び
か
け
」
と
い
う
糸
綜
絖

を
か
け
る
作
業
を
、
老
若
二
人
で
対
面
し
て
行
っ
て
い
る
。
写
真
の
中
の
二

人
は
、
お
そ
ら
く
軽
い
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
手
を
動
か
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。
こ
ん
な
時
の
話
題
は
た
い
て
い
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
や
料
理
の
作

り
方
と
い
っ
た
身
近
な
話
題
が
多
い
の
だ
が
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
語

ら
れ
る
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
苦
労
話
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

い
ろ
い
ろ
と
苦
労
の
多
か
っ
た
時
代
を
経
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
か
ら
、

若
い
ひ
と
た
ち
が
学
べ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
ま
で
自
分

で
工
夫
し
て
作
っ
て
い
た
の
か
と
、
感
心
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

そ
の
苦
労
を
苦
労
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
中
沢
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の

よ
う
に
、
た
し
か
に
苦
労
は
し
た
が
、
習
得
し
た
技
術
を
楽
し
み
と
し
て
伝

え
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
だ
。

　

手
を
使
う
技
術
は
、
年
々
失
わ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
今
は
必
要
と
さ
れ

な
い
技
術
だ
か
ら
、
衰
退
し
て
行
く
。
そ
れ
に
代
わ
る
楽
で
効
率
の
良
い
機

械
が
あ
ら
わ
れ
、
自
動
化
が
進
ん
だ
。
そ
し
て
自
分
で
作
ら
な
く
て
も
、
お

金
を
出
せ
ば
た
い
て
い
の
物
が
手
に
入
る
社
会
に
変
わ
っ
た
。
世
の
中
は
ど

ん
ど
ん
便
利
に
な
る
一
方
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、「
不
便
」
の
楽
し
み
と
い
う
の
も
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
金
を
出
せ
ば
、
簡
単
に
手
に
入
る
も
の
で
も
、
自
分
で
作
る
こ
と
の
楽
し

さ
、
出
来
上
が
っ
た
時
の
充
足
感
、
出
来
た
も
の
へ
の
愛
着
は
、
お
金
で
は

買
え
な
い
。
そ
し
て
技
術
や
知
恵
を
伝
え
る
側
と
受
け
継
ぐ
側
の
、
世
代
を

超
え
た
交
流
が
そ
こ
に
は
自
然
と
発
生
す
る
。

　

ど
う
だ
ろ
う
、
少
し
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
の
は
。
少
し
だ
け
「
不

便
」
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
み
る
の
は
。
め
ん
ど
う
だ
と
思
う
こ
と
で

も
、
時
間
を
か
け
て
て
い
ね
い
に
や
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
の
質
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
と
思
う
の
だ
。　

　

先
の
不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い
時
代
に
、
世
の
中
は
突
入
し
て
い
る
。
少
し
で

も
生
活
す
る
力
を
養
う
こ
と
を
、
今
の
う
ち
か
ら
準
備
す
る
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
。
村
に
は
幸
い
な
こ
と
に
、
困
難
な
時
代
を
自
力
で
生
き
抜
い
て
こ

ら
れ
た
先
生
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
。

　

今
日
は
ち
ょ
う
ど
宅
配
の
荷
物
で
、
養
蚕
に
使
わ
れ
て
い
た
上
蔟
器
が
届

い
た
。
先
に
館
を
訪
ね
ら
れ
た
飯
田
の
方
か
ら
、
う
ち
に
あ
る
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
古
い
も
の
を
送
っ
て
も
い
い
か
と
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
だ
。

一
生
懸
命
に
養
蚕
に
励
ん
で
い
た
時
代
の
な
ご
り
を
、
捨
て
ら
れ
ず
に
い
た

の
だ
ろ
う
。
そ
の
家
の
歴
史
や
思
い
の
こ
も
っ
た
古
い
道
具
を
受
け
取
り
、

じ
ん
わ
り
と
う
れ
し
く
な
っ
た
。
こ
ん
な
も
の
は
役
に
立
た
な
い
と
思
う
一

方
で
、
昔
の
手
仕
事
を
大
切
に
思
う
心
は
今
で
も
お
年
寄
り
の
中
に
生
き
て

い
る
の
だ
。
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